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２
年 

鮎
沢 

日
菜
子  

 

私
は
、
日
本
福
祉
大
学
に
入
学
し
、
高
校
の

時
よ
り
、
と
て
も
福
祉
が
身
近
に
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
一
番
大
き
な
理
由
は
、
福
祉
の
学

び
の
場
が
講
義
ぞ
け
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
私
自
身
の
身
近
な
と
こ
ろ

に
溢
れ
て
い
る
か
ら
ぞ
と
思
い
ま
す
。 

 

大
学
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
が
そ
く

さ
ん
あ
り
、
サ
ー
ク
ル
以
外
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。 

 
 

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加 

私
は
１
年
生
の
時
に
２
度
、
宮
城
県
石
巻
市

の
仮
設
住
宅
へボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
行
き
ま
し

そ
。
大
学
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
独

自
で
行
っ
て
い
る
「萩
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
い
う

も
の
で
、
子
ど
も
そ
た
と
遊
ん
ぞ
り
、
子
ど
も
や

高
齢
者
の
方
が
楽
し
め
る
企
画
を
考
え
そ
り
す

る

も

の
で

す
。
私
が
参

加

し
そ
今

年

の
１
月

は
、
書
初
め

大
会(

下
写

真
）を
、
春

休
み
に
は
足

湯

を
企

画

し
ま
し
そ
。 

私
は
、
せ
の
中
で
そ
く
さ
ん
の
人
そ
た
と
出

会
い
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
も
経
験
し
ま
し
そ
。
出

会
い
と
経
験
は
、
本
当
に
学
び
に
直
結
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
本
当
に
貴
重
な
体
験
で
し
そ
。 

さ
ら
に
今
、
日
本
福
祉
大
学
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
地
元
の
美
浜
町
の
減
災

活
動
や
、
愛
知
県
で
で
き
る
支
援
活
動
も
多
く

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ぞ
、
始
ま
っ
そ
ば
か
り
で
す

が
、
そ
く
さ
ん
の
出
会
い
と
経
験
か
ら
多
く
を

学
び
、
将
来
に
活
か
し
そ
い
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。 

も
こ
も
こ
フ
レ
ン
ズ 

私
自
身
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
も
所
属

し
い
て
、
せ
の
う
た
の
１
つ
は
、
ま
ぞ
作
っ
そ
ば
か

り
の
「も
こ
も
こ
フ
レ
ン
ズ
」と
い
う
サ
ー
ク
ル
で

す
。
現
在
２
年
生
３
人
、
３
年
生
３
人
の
尐
人

数
の
サ
ー
ク
ル
で
す
が
、
な
ん
と
半
分
が
長
野

県
出
身
で
す
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
美
浜
町
の

特
別
支
援
学
級
に
通
う
子
ど
も
と
家
族
を
対

象
と
し
、
交
流
会
を
開
い
て
子
ど
も
そ
た
と
思

い
っ
き
り
遊
ん
で
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
活
動
が
広
が
れ
ば
い
い
な

と
い
う
願
い
と
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
る
こ

と
への
期
待
を
込
め
て
、
「
も
こ
も
こ
フ
レ
ン
ズ
」と

メ
ン
バ
ー
全
員
で
名
づ
け
ま
し
そ
。 

も
こ
も
こ
フ
レ
ン
ズ
は
メ
ン
バ
ー
同
士
、
本
当

に
仲
が
い
い
し
、
み
ん
な
が
熱
い
思
い
を
持
っ
て
い

る
の
で
、
と
て
も
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。
新
し
い

な
が
ら
と
て
も
日
本
福
祉
大
学
ら
し
い
サ
ー
ク

ル
ぞ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。 

自
分
の
可
能
性
を
自
分
が
拓
く 

こ
の
よ
う
に
、
日
本
福
祉
大
学
で
は
仲
間
が

集
ま
れ
ば
、
自
分
そ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
ー
ク
ル

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

講
義
以
外
の
部
分
で
も
福
祉
を
身
近
に
感
じ
、

学
ぶ
こ
と
が
と
て
も
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
経
験
は
、
大
学
時
代
ぞ
け
で
な
く
、
長

野
に
戻
る
時
に

も
、
ま
そ
、
就
職

し
て
か
ら
も
必

ず
活
き
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
さ
ら

に
出
会
い
と
経

験
を
大
切
に
、

学
び
を
深
め
て

い
き
そ
い
で
す
。    

塩
尻
志
学
館
高
校
出
身  

 
 
 

 
 
 
 
 

長
野
県
人
会
長 

松
本 

奈
弓  

 

新
入
生
の
み
な
さ
ん
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
年
の
長
野
県
人
会
長
に
な
り
ま
し
そ
社
会
福
祉
学
部
社
会

福
祉
学
科
３
年
の
松
本
奈
弓
で
す
。 

 

入
学
の
頃
は 

 

私
は
、
祖
母
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
日
本
福
祉
大
学
に
入
学
し

ま
し
そ
が
、
入
学
し
そ
ば
か
り
の
時
は
、
漠
然
と
福
祉
の
職
に
就

き
そ
い
と
い
う
思
い
ぞ
け
で
勉
強
を
し
て
い
て
、
将
来
の
夢
が
具
体

的
で
は
あ
り
ま
す
ん
で
し
そ
。 

 

し
か
し
２
年
間
勉
強
を
し
て
き
て
、
実
際
に
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
や
精
神
保
健
福
祉
士
と
し
て
働
い
て
い
る
先
生
方
の
話
を
聞
い
て

み
る
と
、
す
ご
く
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
ぞ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
き

ま
し
そ
。 

 

そ
し
て
い
ま 

 

今
は
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
く
そ
め
に
社
会
福
祉

士
の
資
格
取
得
を
目
標
に
学
ん
で
い
る
最
中
で
す
。 

 

私
そ
た
の
代
か
ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
り
、
２
年
生
か
ら
コ
ー
ス
別

に
な
っ
そ
そ
め
、
将
来
の
夢
の
そ
め
に
よ
り
専
門
的
な
学
習
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
そ
。
皆
さ
ん
も
大
学
で
し
っ
か
り
学
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。 

 

サ
ー
ク
ル
の
こ
と 

 

私
は
、
「滝
造
」（そ
き
ぜ
う
）、
「ひ
ま
わ
り
」

と
い
う
２
つ
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル
と

「に
や
ー
て
ん
て
ん
」と
い
う
点
訳
サ
ー
ク
ル
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
「滝
造
」は
、
毎
週
日
曜
日

の
夜
に
活
動
し
、
初
心
者
で
も
気
軽
に
入
れ

て
、
男
女
も
関
係
な
く
一
緒
に
バ
レ
ー
を
楽
し

み
、
と
て
も
仲
の
良
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。
「ひ
ま

わ
り
」は
、
火
曜
日
の
夜
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
た
ら
は
男
女
別
れ
て
練
習
し
て
い
ま

す
。
「に
や
ー
て
ん
て
ん
」は
空
き
コ
マ
（講
義
の
な
い
時
間
帯
）
の
時
間
に
活

動
で
き
る
の
で
掛
け
持
た
も
可
能
で
す
。 

 

ど
の
サ
ー
ク
ル
で
も
長
野
県
出
身
の
人
が
多
く
、
長
野
県
人
会
は
大

学
の
中
で
も
大
き
な
県
人
会
で
す
。
季
節
に
合
わ
す
そ
行
事
を
し
そ

り
、
大
学
祭
で
は
、
毎
年
豚
汁
と
リ
ン
ゴ
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

そ
、
県
人
会
を
通
し
て
Ｏ
Ｂ
の
方
と
繋
が
っ
そ
り
と
友
人
の
輪
も
確
実

に
広
が
り
ま
す
。 

 

あ
な
そ
の
県
人
会
への
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

 

社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
３
年 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

長
野
市
立
長
野
高
校
出
身 

❐学生奮戦記！            １

❐2013年度 START          ２ 

❐2013 信州＋（プラス） 

❐美浜キャンパスアート展 

❐長野県内の現場から             ３ 

    -JA長野中央会- 

 ❐長野県社協/アート＆クラフト展 

❐あなたの街の高校訪問      ４ 

  -飯田OIDE長姫高校- 

❐さぁ信州へ              ５     

   大学セミナー/地域同窓会 

❐私の仕事-福祉大卒業生は今-

❐寿齢讃歌 写真展Ⅷ          ６ 

❐インフォメーション 

2013年5月30日 

（サークルの仲間と 右端：鮎沢さん） 
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美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
桜
が
満
開
の
中
、
２
０
１
３
年
度
の
入
学
式
が

行
わ
れ
、
１
３
６
２
名
が
大
学
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
そ
。 

 
今
年
度
は
日
本
福
祉
大
学
創
立
60
周

年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
入
学
式
と
な

り
、
長
野
県
か
ら
は
、
53
校
・１
１
４
名

（編
転
入
者
含
）
の
学
生
が
入
学
し
、
期
待

と
不
安
を
胸
に
大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
そ
。 

 

上
級
生
も
サ
ー
ク
ル
等
へ
の
勧
誘
を
し

な
が
ら
、
新
入
生
を
祝
福
。
長
野
県
人

会
も
、
４
月
２
日
に
美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

４
月
３
日
に
は
半
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
せ
れ
ぜ

れ
新
入
生
の
集
い
を
開
催
し
、
同
郷
同

士
楽
し
く
交
流
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
そ
。 

 

こ
れ
で
長
野
県
出
身
者
は
、
１
年
生
か

ら
４
年
生
ま
で
含
め
て
４
６
５
名
と
な
り

ま
し
そ
。 

 

こ
れ
か
ら
県
人
会
と
し
て
は
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
就
職
相
談
会

等
、
様
々
な
活
動
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ぞ
、
県
人
会
に
入
会

さ
れ
て
い
な
い
方
は
ず
ひ
こ
の
機
会
に
入
会
を
！ 

 

〝ふるさと〟実習が始まります 
 今年度、もっとも注目されるのが長野県各地で学生がとりくむ

社会福祉士実習です。 

 厚生労働省令による新カリキュラムの下で、相談援助実習につ

いては期間、実習内容、指導体制の拡充が図られましたが、本

学ではこれを契機に、社会福祉士を目指す学生は、３年次に愛

知県内で実習を行うことが基本となりました。この結果、実習教

育としてはこれまでにも増して充実が進んだものの、学生と出身

地域の関わりは弱まらざるを得ず、このギャップを埋めるためにさ

まざまな工夫が凝らされてきました。 

 例えば茅野市社会福祉協議会の協力を得て、4年次に行われ

る地域福祉に関する実習や学生が個別におこなう

課外実習の促進などです。 

こうした活動には、現場の協力が不可欠です

が、さいわい長野県は卒業生も多く、進路支援の

「キャリアアドバイザー」登録者が全国一多いなど

の条件があることから、これまで独自のUターン支

援が行われてきました。 

これをふまえ、2013年度、20名の学生が北信～

南信まで各地域で社会福祉士実習に取り組むこと

になりました。時期はほぼ９月。期間は4週間。種

別では高齢者施設（特別養護老人ホームなど）、

身体障害者施設や障害児のための施設など広範

囲に及んでいます。 

 また実習後の報告会が各地で開か

れますが、その一部で、高校生を対

象に、福祉の現場で学生は何を学

び、何を考えてきたかを報告する集

いも検討されています。 

 
 

集落の未来に向けて、意見交換を！ 
辰野町では、2012年度、経済学部・社会福祉学部合同の地

研究プロジェクトの一つが同町横川集落をフィールドとして活動

してきました。 

２月末にはその調査結果を報告。報告会場となった地区の集

会場には自治区長をはじめ26名の方が参加し、集落の未来に

むけて率直に意見交換しました。同地区小学校の今年の入学

者はゼロとなるなど厳しい状況もありますが、若い営農家も育ち

つつあり、後継者のない耕地は集落全体でカバーしあって、耕

作放棄地はゼロです。TPP（環太平洋貿易パート

ナーシップ協定）参加問題など、農業はかつてない

問題に直面していますが、地区の人たちは活発に活

動し、学生たちが逆に励まされてもいます。 

 

経済学部・高遠高校 合同で地域調査を実施！ 
 高遠では、今年度も経済学部の教職課程履修グ

ループ（教職ゼミ）による、高遠高校の情報ビジネス

コース生との合同地域調査が計画されています。 

 同校では芸術コース（書道科）の生徒による明治の

画家・書家の中村不折研究が伊那市のパンフレットに

なる等の成果に結びついていますが、こうした取り組

みを背景に、さらに地域に深く入ろうとしています。 

 

 ４県７自治体 広域防災協定に向けて 

 宮田村では３．11大震災の教訓から、予想される西

日本大震災に備えて、本学が提携している全国の七

自治体-宮田村、阿智村、辰野町、美浜町（愛知）、南

砺市（富山）、最上町（山形）、遊佐町(山形)-を結ん

で、広域防災協定を結ぼうと検討が進んでいます。 

自治体間の広域協定は珍しくありませんが、大学を含んで４県

にまたがる広域防災協定はこれまでに例がありません。災害時

だけでなく、日常的な交流もふくめた連携の模索が続いていま

す。 

また毎年続けられている保育・子育て支援講座な

ど大学との連携による学習講座、友好のリンゴの木

を活用した交流企画やUターン希望者への自治体

インターンシップ、企業インターンシップの検討進

行中です。 

長
野
県
か
ら
１
１
４
名
が 

 
 

 
 

 

新
た
に
仲
間
入
り
！ 

 

（半田キャンパスの新入生） 

 

美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
松
本
市
の
知
的
障
害
者

施
設
〃四
賀
ア
イ
・ア
イ
〄の
作
品
展
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
同
施
設
が
昨
年
創
立
20

周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
長
野
県
内
の
６
か
所
の
美

術
館
等
で
開
か
れ
そ
記
念
作
品
展
の
一
部
で
す
。 

 

あ
ら
そ
め
て
、
人
間
の
発
達
す
る
力
と
い
う
も
の
を
感
じ
さ

す
る
作
品
群
で
す
。
会
期
は
５
月
末
ま
で
。 

 

作
品
の
一
部
は
、
松
本
オ
フ
ィ
ス
ブ
ロ
グ
内
で
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
ぞ
さ
い
。 

 

 四賀アイ・アイでは、
今年も長野県内で、 
アイ・ワールド展を開催
し ま す。詳 細 は 下 記 
ＨＰをご覧ください。 

http://sinanoyuaikai.com/ 

（実習に向けて、打ち合わせ中） 
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 農業協同組合（ＪＡ）て何？ 

 農業協同組合（ＪＡは、農業協同組合の愛称）

は、農業者がいる全国全ての地域にあり、長野県

内では２０のＪＡが活動しています。組合員数は３２

万人。県段階にもＪＡの関連団体の連合会組織が

あり連合会で１万５千人の職員が働いており、本県は農業協同

組合先進県とも言われています。また、全国段階にも同様に組

織があります。 

ＪＡは「相互扶助※の精神」のもとに組合員一人ひとり営農と

生活を守り高め、豊かな地域社会を築くことを目的としてつくら

れた協同組合組織です。この目的のためにＪＡは組合員に対し

農業の技術や経営の指導をするほか、生産資材・生活用品の

購入や農産物の販売、貯金の受け入れや農業や生活資金の

貸付、万が一の場合に備える共済などにも取り組んでいます。 

更に日本福祉大学とも大きな係わりがある高齢者福祉活

動・事業や県内に１０の病院を持ち医療や健康管理活動等に

も取り組んでいます。言わば組合員をはじめ地域住民に対し

協同組合思想に基づき「食」と「くらし」と「いのち」を守り発展さ

せる総合サポート事業に取り組んでいるのです。 

 

 長野県農業の特徴は？ 
 農業は、自然条件や人・風土に左右される生

業（なりわい）です。本県は南北に長く標高差や

気象条件が異なり、傾斜地を多く抱える中で、

小規模ながら生産性の高い多様な農産物を生

産してきました。米はもちろんですが、特に全

国１位を誇る品目が多い野菜・果樹・きのこな

ど生鮮産品生産が盛んで、生産額2,700億円の内７割が園芸

品目です。 

 農業には、こうした食料生産をし供給するという大きな役割が

ありますが、ここでは違った観点から農業をとらえてみたいと思

います。本県は長寿日本一（男80.88才 女87.18才）です。こ

のことは食生活改善や健康管理活動が盛んなこともあります

が、根底には長野県が全国1位の農家数を誇っていることにあ

るとの見解があります。つまり、長野県の高齢者はとにかく全国

一働いている。農業には定年がありません。高齢者が活躍する

場、役割があり、頭と体を使って「いきがい」をもって農業に取り

組んでいるのです。更に野菜を作っていますから野菜摂取量

も日本一高いのです。このように農業には、多面的な機能があ

り、昨今では福祉事業に農業を取り入れたり、教育の場でも心

豊かな人間形成のため農業体験を取り入れるなど、農業は福

祉力や教育力を持っているのです。 

 昨今、日本の経済はグローバル化を一層進めないとＧＤＰの

成長はあり得ないとして、ＴＰＰなど外国との経済連携協定が推

進されています。ＴＰＰの詳細な課題は紙面の都合上避けます

が、ＴＰＰは関税すなわち農業の問題だけでなく「いのち」「くら

し」に係る制度・基準を米国方式にすることとなります。つまり、

米国のように1％が40％の資産を持つような極端な格差社会

に、そして農業が衰退し農業の多面的機能も失ってしまう。成

長すれば全て

よしではなく、

農業から来る

日本の伝統・

文化・人間形

成・互恵社会

など「人間の幸

せ」の観点から

ＴＰＰ問題を捉

える必要があり

ます。 

 

 学生へのメッセージ 
 日本福祉大学は、「ふくしの総合大学」として「いのち」「くら

し」「いきがい」を大切にし、「建学の精神」である人や自然を思

いやり、支え合って生きる福祉の文化を広げるための「福祉力」

の養成に力を注いでいると聞いています。この考え方はＪＡの

協同組合思想、更には活動・事業に相通ずるものがあります。 

 ＪＡにも福祉事業をはじめ学生の皆さんが活躍できる場が多く

あります。また、皆さん方の先輩も多く就職されています。 

 ＪＡの使命や取り組みに共感し、「協同組合人」として共に働

きたいという皆さん、是非、参画（就職）してください。 
   

※相互扶助とは、自立した個人が連帯し、助け合う精神のこと 

  うらの くにえ -ＪＡ長野中央会 地域農政部長-  

 これまで「オフィス通信」に登場してきた、学生をはじめ
様々な関係者に続き、いよいよ、父母、保護者の方の 
登場です。 
 父母組織である大学後援会の地域役員、浦野さんに 
学生、高校生の皆さんへのメッセージをお願いしました。 

 地域農政部  浦野 邦衛 

（ＪＡ長野県ビルに掲げられたアピールをふり返る浦野さん） 

 

今
年
も
秋
に
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
の
東
西
自
由
通
路
で

ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
展
を
開
催
し
ま
す
。 

 

開
催
に
向
け
て
、
現
在
設
営
等
の
お
手
伝
い
を

し
て
く
れ
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
当
日
の
作
品
搬
入
・展
示
、
販
売
等
を

し
な
が
ら
、
多
く
の
方
と
の
交
流
も
楽
し
め

ま
す
。
や
っ
て
み
そ
い
！
と
思
っ
そ
方
、
ま
ず

は
松
本
オ
フ
ィ
ス
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

ま
そ
、
今
年
は
３
．
11
震
災
支
援
の
古
本

市
も
開
催
予
定
で
す
。 

 

ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
展
の
詳
細
は
、
決
ま

り
次
第
松
本
オ
フ
ィ
ス
の
ブ
ロ
グ
に
掲
載
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。 

 長野県社会福祉協議会は、県内4か所にキャリア支援専門員を配置し、 

就職相談等に応じています。 

 また、5月30日(千曲市)を皮切りに、飯田(6月1日)、伊那(7日)、茅野(14

日)、上田(19日)、佐久(7月10日)、大町(12日)で相談面接会が開かれます。 

各地区のお問い合わせ先  

 ❐北信地区   

  長野県社会福祉センター内 

  TEL:026-226-7330  (担当：戸谷)   

 ❐東信地区   

  東御市「御牧の家」内          

  TEL:080-2080-7288 (担当：寺島) 
  

 ❐松本・大北・木曽・諏訪地区  

  塩尻市社会福祉協議会内 

  TEL:0263-31-5991 (担当：樋代) 

 ❐上伊那・飯伊地区   

  駒ヶ根市駅前ビル(アルパ)3F 

  市民交流活性化センター内     

  TEL080-2080-7289 (担当：村井) 



 2013年4月、飯田長姫高校と飯田工業高校が一つとなっ

て、新しい高校が発足しました。飯田ＯＩＤE長姫高校です。 

今回紹介するのは、旧飯田長姫高校時代から取り組まれて

いる商業コースの高校生のユニークな取り組み－その名も「リ

ヤカー商店」－の活動です。 

リヤカー商店。その名のとお

り、リヤカーに商品（野菜や果

物、穀類など）を積んで、地域

を回り、とくに高齢者の方たち

の暮らしを支える、移動商店で

す。 

  

 あたらしい挑戦 

 商業科のカリキュラムの中には、「課題研究」という専門科目

があり、「商業」に関する様々な専門科目を基礎として、生徒

自身の問題関心・課題意識にそった調査研究・発表を行う科

目ですが、同校の課題研究のユニークさは、何よりも飯田市

内を基盤としたネットワークによる学習・実践・調査を展開し、

継続しているところにあります。 

 商業科の有賀先生によれば、同僚の浅井先生はじめ商業

科の先生のなかで、大きく変化しつつある現代社会、経済環

境のなかで、高校生はどんな力を身につけて卒業してゆけば

良いのか、どんな教材が、どんな学習が必要なのか、私たち

は〝地域〟をもっと見なおしていかねば、そんな問題意識の

意見交換の中で、二つの出会いがあったと言います。飯田市

の公民館講座の主事の方たちと松本大学・白戸教授とゼミの

学生たちとの二つの出会いです。 

 

 買い物難民とリヤカー商店 

 公民館講座では、健康講座「ウオークラリー」などの講座が

開かれてきましたが、商業科の先生と公民館主事の方たちと

の意見交換の中から、〝バリバリの商業ではなく、商業活動、

商行為を学ばせたい〟、〝自分たちが住んでいる地域から暮

らしと経済の問題を考えさせたい〟という共通の関心から、高

校生による「健康カフェ」の企画の検討や地元の方たちの知

恵を活かした食材研究などさまざまな議論が交わされるなか

で、市街地の高齢者の方たちへの支援、という課題が浮かび

上がってきました。 

 人口減、市街地開発などさまざな条

件が重なって、山間部などの過疎地

域だけでなく、市街地のなかでも生鮮

食料品店が減尐し、歩行が不自由な

高齢者の方たちにとって日々の買い

物に支障をきたす、いわゆる〝買い

物難民〟、〝買い物弱者〟と呼ばれ

る人たちが増えています。 

 こうしたなかで公民館の「ウオークラリー」講座と高校生に

よる「健康カフェ」の企画や地元の方たちの知恵を活かした食

材研究、買い物弱者と呼ばれる高齢者の方たちへの支援等

の問題が議論されてきました。 

このつながりは、高校と飯田市や飯田市商工会議所との連

携に発展していきました。 

そしてこのなかから8地域で10人前後の生徒たちによるプロ

ジェクトの活動が始まりま

した。その一つがリヤカー

商店。 

 リヤカーに積んでいる

のは食料品だけではあり

ません。雑貨も仕入れて

います。例えばトイレット

ペーパー。自家用車なら

ともかく、持ち歩いたりするにはかさばってたいへんなのです。

これも利用者の声を聞いて考えたこと。 

こうした活動は全国でも広がっていて、山の中の集落など

人口減尐地域や高齢化率が高い地域などでの自動車による

移動販売活動が展開されているのです。安全で新鮮な食料

品確保は、高齢者だけではない地域での住民の生活の基礎

的条件でもありますが、何といっても健康の基本条件です。 

 

生徒たちが学んだこと 

通信販売ならばともかく、対面販売の〝リヤカー商店〟に

とって特に大切なことは「声かけ」です。鐘を鳴らし、声をかけ

ていく、これがなかなか恥ずかしいし、声が出しにくい。 

これを後押ししてくれたのが白戸先生とゼミの学生。学生た

ち自身の経験をふまえて、丁寧なアドバイスを受けたそうで

す。 

 こうした地域での販売活動

のなかで、高校生は地域の

お年寄りの方たちとの会話を

通じて、商品を売る、買うと

いった行為に伴うコミュ ニ

ケーションの大切さを学んで

きました。（写真左） 

そして品揃え－取扱商品の検討、価格の工夫－、そして自

分たちの行動が、いったいどこまで高齢者・〝買い物難民〟

の方たちの支援に役立っているか、という自省にいたるまで、

プロジェクトの立ち上げから商行為の全部の過程を生徒たち

は学んでいます。 

 問題点や課題の多くは直ちに解決できる問題ではありませ

んが、この授業は、新しく飯田OIDE長姫高校となった後も引

き継がれているとのこと。時間をかけ、継続するなかで見えて

くることもあるでしょう。高齢社会のもと

で地域社会のあり方に高校生が関

わっているこの取り組みは、大いに注

目されています。 

 

  開かれた学校 

また公民館主事の方たちと高校の先生たちとの連絡会が月

に一度開かれ、学習内容、生徒の反応、課題などの意見交換

が重ねられてきています。自分たちの商業教育にとっても有

効な「会」なんです、と有賀先生が

語られていましたが、「リヤカー商

店」は高校生と高齢者ばかりでなく、

高校と地域を結ぶ、地域に開かれ

た高校づくりの活動でもあります。 
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「商
品
を
お
客
様
に
見
え 

や
す
く
リ
ヤ
カ
ー
に
陳
列
」 
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毎
年
全
国
各
地
で
開
か
れ
る
「大
学
セ
ミ

ナ
ー
」。
長
野
県
で
は
昨
年
か
ら
、
長
野
・松
本

と
南
信
地
域
の
２
か
所
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
昨
年
度
は
10
月
の
松
本
セ
ミ
ナ
ー
に
続

き
、
２
月
９
日
に
は
提
携
自
治
体
の
阿
智
村
の

ご
協
力
を
得
て
、
同
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
そ
。 

そ
ぞ
し
阿
智
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
父

母
・保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
て
行
い
、
第
１

部
は
山
本
学
生
支
援
機
構
長
に
よ
る
「日
本

福
祉
大
学
の
学
生
は
、
い
ま
」と
い
う
現
代
学

生
論
の
記
念
講
演
、

せ
し
て
第
２
部
は
、
大

学
・同
窓
会
・関
係
機

関
の
連
携
に
よ
る
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
を
テ
ー

マ
と
し
そ
分
散
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

そ
。 

 

こ
こ
に
は
本
学
関
係

者
の
ほ
か
、
長
野
県
労

働
雇
用
課
、
長
野
県

社
会
福
祉
協
議
会
の
３
名
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
関

係
の
方
そ
た
に
も
加
わ
っ
て
い
そ
ぞ
き
、
同
窓

会
南
信
地
域
の
卒
業
生
４
人
と
教
職
員
４
名

と
共
に
進
路
相
談
会
が

行
わ
れ
ま
し
そ
。 

参
加
者
は
父
母
35

名
、
学
生
12
名
は
じ
め

60
余
名
。
ま
そ
個
別
相

談
の
前
に
、
１
時
間
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（長
野
県
、
県
社
協
、

同
窓
会
、
学
生
、
キ
ャ

リ
ア
開
発
課
）も
行
わ

れ
ま
し
そ
。 

こ
う
し
そ
試
み
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
そ

が
、
会
場
で
寄
す
ら
れ
そ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

「分
野
別
に
２
回
相
談
出
来
て
よ
か
っ
そ
」、

「大
学
以
外
の
方
そ
た
と
も
相
談
で
き
て
、
展

望
が
開
け
そ
」な
ど
の
感
想
が
寄
す
ら
れ
て
い

て
、
こ
の
成
果
が
今
年
度
（長
野
市
・伊
那
市
）

に
も
引
き
継
が
れ
る
予
定
で
す
。 

 
 

 

３
月
24
日
開
か
れ
そ
研
究
集
会
は
長
野
県
内
の

卒
業
生
が
、
現
場
で
の
実
践
を
持
た
よ
っ
て
交
流
す

る
も
の
。 

 

今
年
の
報
告
者
は
、
①
長
野
市
を
中
心
に
、
障
害

児
の
療
育
か
ら
就
学
支
援
、
さ
ら
に
は
就
業
支
援
ま

で
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
見
通
し
そ
活
動
を
進
め
て
い
る

長
野
県
社
会
事
業
協
会
の
藤
村
和
宏
さ
ん
（上
写

真
）、
②
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・ケ
ア
ホ
ー
ム
で
の
高
齢
者

の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
勝

又
小
百
合
さ
ん
か
ら
の
高
齢

者
の
日
々
の
生
活
支
援
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
実
践
報

告
、
③
い
ま
病
院
で
注
目
さ

れ
て
い
る
、
〝
退
院
支
援
〟

の
あ
り
か
そ
に
関
す
る
報
告

は
佐
久
総
合
病
院
医
療
社

会
事
業
科
の
市
川
統
子
さ

ん
、
④
経
済
学
部
の
卒
業
生

で
大
手
ス
ー
パ
ー
の
勤
務
を
経

て
現
在
介
護
福
祉
事
業
を
す

す
め
る
企
業
の
現
場
か
ら
、
正

社
員
と
と
も
に
現
場
を
支
え

て
い
る
〝
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
〟

の
方
そ
た
と
の
協
働
を
ど
の
よ

う
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
か
、

と
い
う
船
田
洋
一
さ
ん
。
以
上

４
氏
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
実
践

報
告
と
、
社
会
福
祉
学
部
の

原
田
正
樹
先
生
に
よ
る
記
念
講
演
（「地
域
福
祉
と

新
そ
な
援
助
の
視
点
」）が
行
わ
れ
、
せ
れ
ぜ
れ
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
そ
。 

 

ま
そ
こ
れ
に
先
立
っ
て
長
野
県
同
窓
会
の
総
会
が

行
わ
れ
、
植
松
副
会
長
の
退
任
が
承
認
さ
れ
ま
し

そ
。
山
本
雄
二
会
長
は
留
任
、
事
務
局
長
の
杉
田
義

夫
さ
ん
は
副
会
長
に
、
新
事
務
局
長
に
は
伊
藤
直
哉

さ
ん
（伊
那
社
協
）が
選
出
さ
れ
ま
し
そ
。 

 
 
 
 

社
会
福
祉
法
人 

平
成
会 

 
 
 
 
 

介
護
老
人
保
健
施
設 

掬
水 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
澤 

綾
香 

 
 

 

日
本
福
祉
大
学
を
卒
業
し
、
介
護
老
人
保
健

施
設
の
介
護
職
員
と
し
て
勤
め
て
今
年
で
２
年

目
に
な
り
ま
す
。
私
は
高
校
生
の
頃
か
ら
人
の

役
に
立
て
る
仕
事
が
し
そ
い
と
思
い
、
福
祉
の
道

へ進
み
ま
し
そ
。
大
学
で
は
高
齢
者
や
障
害
者
、

児
童
、
地
域
と
い
っ
そ
幅
広
い
福
祉
に
つ
い
て
学

び
、
せ
の
中
で
も
高
齢
者
分
野
に
関
心
を
高

め
、
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
資
格
を
取
得
し
て
介
護
の

仕
事
を
選
択
し
ま
し
そ
。 

 

私
が
働
い
て
い
る
施
設
に
は
約

１
０
０
名
の
ご
利
用
者
様
が
入

所
さ
れ
て
お
り
、
日
々
の
生
活

を
お
手
伝
い
さ
す
て
い
そ
ぞ
く
こ

と
の
大
変
さ
や
命
の
重
さ
と
関

わ
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

 

介
護
の
現
場
は
忙
し
い 

 

実
際
に
介
護
現
場
に
入
っ
て
み
る
と
、
自
分
が

想
像
し
て
い
そ
よ
り
も
忙
し
く
、
一
日
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
ご
利
用
者
様
一

人
ひ
と
り
性
格
も
違
い
ま
す
し
、
介
護
度
や
求

め
ら
れ
る
ケ
ア
の
内
容
も
異
な
り
ま
す
。
ま
そ
、

介
護
の
基
礎
知
識
や
医
療
面
で
知
っ
て
お
く
べ

き
こ
と
、
業
務
の
流
れ
な
ど
、
覚
え
る
べ
き
こ
と

や
や
る
べ
き
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
理
想
と

現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

せ
れ
で
も
、
ご
利
用
者
様
と
の
会
話
で
は
自
然

と
心
が
和
み
ま
す
。
自
分
の
こ
と
を
覚
え
て
い
そ

ぞ
け
そ
り
、
名
前
を
呼
ん
で
い
そ
ぞ
け
る
こ
と
は

大
変
嬉
し
い
こ
と
で
あ
り
、
元
気
を
も
ら
い
ま

す
。 

 

し
か
し
、
忙
し
い
と
対
応
に
余
裕
を
持
つ
こ
と

が
難
し
い
と
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
す
。
せ
ん
な

時
は
ご
利
用
者
様
の
立
場
を
自
分
に
置
き
換

え
て
考
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。
何
事
に
お
い
て
も

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
こ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
意
識
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
そ
い
こ
と
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。 

 

利
用
者
の
立
場
、
目
線
で 

 

ま
そ
、
私
の
勤
務
す
る
社
会
福
祉
法
人
平
成

会
は
「接
遇
」に
対
し
て
大
変
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
で
、
私
は
大
学
を
卒
業
し
そ
３
月
に
、

同
期
入
社
の
仲
間
と
と
も
に
泊
り
が
け
の
接
遇

研
修
を
受
け
ま
し
そ
。
想
像
以
上
に
厳
し
い
研

修
で
逃
げ
出
し
そ
い
と
思
う
ほ
ど
で
し
そ
が
、
こ

の
研
修
に
よ
っ
て
社
会
人
に
な
る
と
い
う
自
覚

を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
学
生
か
ら
社
会
人
へ
の
気

持
た
の
切
り
替
え
が
で
き
そ
よ
う
に
思
い
ま

す
。 大

学
時
代
、
児
童
と
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
お
り
、
外
部
の
方
と
交

流
す
る
機
会
を
通
し
て
お
互
い
の
信
頼
関
係
を

築
く
そ
め
の
マ
ナ
ー
等
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

し
そ
。
学
生
の
う
た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

を
通
じ
て
色
ん
な
人
と
関
わ
り
、
経
験
を
積

み
、
礼
節
を
身
に
着
け
て
お
く
こ
と
は
と
て
も

必
要
な
こ
と
で
、
せ
れ
は
就
職
後
に
も
有
効
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

介
護
の
仕
事
は
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

せ
れ
以
上
に
ご
利
用
者
様
の
笑
顔
や
何
気
な
い

会
話
で
自
分
も
笑
顔
に
な
っ
そ
り
励
ま
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、

や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。
自

分
が
想
う
介
護

像

を

大

切

に

し
、
こ
れ
か
ら
も

日
々
成
長
し
て

い
け
そ
ら
と
思
い

ま
す
。  

   

 

・社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
卒 

・松
本
松
南
高
校
出
身 

「社会人2年目、今日も笑顔で 
 がんばっています！」 

（同窓会との相談） （原田先生の講演） 
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松本オフィス通信 -第12号- 

 

 どんな入試方法があるの？    学費はどのくらいかかるの？     

 大学ではどんな勉強をするの？ 卒業後、長野県で就職できるの？  

 皆さんの疑問や質問にお応えするために、長野県内で進学相談会を 
開催します。入学試験のことや大学生活のことなど、どんなことでも結構
です。 
 受験生に限らず1・2年生、保護者の方も大歓迎ですので、お気軽に 
お立寄りください。 

 ■松本会場  6月11日(火) ホテルブエナビスタ  15:00～18:30 

            6月29日(土) 松本オフィス           14:00～16:00 

                   8月 2日(金) 松本オフィス           14:00～16:00 

 ■長野会場  6月12日(水) ビッグハット         15:00～18:30 

          8月  3日(土) JA長野県ビル        14:00～16:00 

 ■飯田会場  8月  １日(木) ホテルニューシルク 14:00～16:00      
  ◎日程や会場が変更する可能性もありますので、開催日が近くなりましたら、 

      再度大学HPで日程の確認をしてください。 

 ◎ＡＯ入学試験やスポーツ推薦入試等の出願要件となる「本学教職員との面談」 

   や「経済援助学費減免制度の面談」に対応します。   

 松本オフィスでは、上記の日程以外にも皆さんから

の疑問や質問に個別対応いたします。 

 まずは、お気軽にオフィスまでご連絡ください。 

 大学キャンパスの雰囲気ってどんな感じ？ 

 キャンパス周辺に何があるの？ 

 今年も、美浜・半田の両キャンパスでオープンキャ
ンパスが開催されています。大学生活や、キャンパ
スの雰囲気を実際に体験できるように、学部学科別
講義やキャンパスツアーなど、各回様々なプログラ
ムをご用意しています。 
 また今年から、サークルオープンキャンパスが 

美浜キャンパスで開催されます。
日程や詳細につきましては、大学
ＨＰをご覧下さい。 
 皆様のご参加、お待ちしており 
ます。 

オープンキャンパスバスツアー開催決定!! 
 今年も、7月21日に美浜キャンパスで開催される
オープンキャンパスに向けて、長野県よりバスツアー
を開催します。 
 詳細は、同封の美浜オープンキャン
パスバスツアーの要項をご覧ください。 

 

茅
野
市
美
術
館
で
は
、
音
楽
写
真
家
で
あ
る
木
之
下

晃
氏
（本
学
客
員
教
授
）の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
写

真
展
「寿
齢
讃
歌-

人
生
の
マ
エ
ス
ト
ロ
」を
２
０
０
６
年
か

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
８
回
目
を
迎
え
る
こ
の

企
画
は
、
お
お
む
ね
80
才
以
上
の
方
々
を
被
写
体
と

し
そ
公
募
写
真
を
モ
ノ
ク
ロ
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
、
木

之
下
晃
氏
の
講
評
会
（写
真
の
ト
リ
ミ
ン
グ
や
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
調
整
の
指
導
）を
経
て
、
大
判
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト

（６
０
０
㎜×

６
０
０
㎜
）に
出
力
し
て
茅
野
市
美
術
館

に
展
示
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
写
真
展
は
賞
を
与
え
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
な
く
、

人
生
が
う
つ
し
ぞ
さ
れ
る
お
年
寄
り
の
表
情
を
大
切
に

記
録
し
、
写
真
集
に
ま
と
め
て
未
来
への
遺
産
に
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。  

 

是
非
こ
の
機
会
に
、
生
き
生
き
と
し
そ
表
情
の
お
じ
い

た
ゃ
ん
や
お
ば
あ
た
ゃ
ん
に
カ
メ
ラ
を
向
け
、
撮
ら
れ

る
人
も
、
見
る
人
も
元
気
に
な
れ
る
よ
う
な
写
真
を

撮
っ
て
み
ま
す
ん
か
？ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【募集要項】 

◆テーマ  人生を積み重ねた高齢者の奥深い表情や生活を営む姿を 
       撮影して、高齢者に歓びを与え、次世代にそれを伝えて行く。 

       被写体はおおむね80歳以上の方々。 

◆応募資格  プロ、アマ、年齢、性別、国籍を問わない。 

◆参加費  一般：１人１枚の場合、2,500円 ２枚の場合、4,000円 
   高校生以下：１人１枚の場合、1,000円 ２枚の場合、1,500円 

 ※参加者の方には作品集を１人1冊と展示された大判プリント写真を 

   差し上げます。 

◆応募期間  2013年5月1日（水）～5月31日（金） 休館日：毎週火曜日 

◆応募方法 
  茅野市民館事務室にて参加費と一緒に作品を提出してください。 

  郵送の場合は作品を厚紙等に挟み、折れないように送付して下さい。 

   参加費は、下記の郵便振替口座にお振込みください。 （要手数料） 

   【口座番号：00550-5-38172 加入者名：株式会社地域文化創造】 
 応募規定等、詳しくは、茅野市美術館のHPをご覧ください。 

◆茅野市美術館 （茅野市民館内）  

  〒391-0002 長野県茅野市塚原一丁目１番１号 

   TEL 0266-82-8222  ＦＡＸ 0266-82-8223       

   ＨＰ http://www.chinoshiminkan.jp 

寿齢賛歌Ⅷ‐人生のマエストロ- 
◇主催     茅野市美術館、茅野市民館指定管理者 株式会社地域文化創造 
◇企画制作 ＮＰＯ法人サポートＣ 美遊ｃｏｍ. 
◇協賛     日本福祉大学、株式会社ニコン、株式会社ニコンイメージングジャパン、 
         社会福祉法人 平成会、エクセレントライフ株式会社、株式会社リゾートケアハウス 
         蓼科、社会福祉法人聖母の会 
◇後援    茅野市、茅野市教育委員会、茅野市社会福祉協議会、株式会社日本カメラ社  
         信濃毎日新聞社、長野日報社、信州・市民新聞グループ（7紙）、 
         エルシーブイ株式会社、中日新聞社 

1936年長野県諏訪市に生まれる。 

諏訪清陵高校卒業後、日本福祉大

学で学ぶ。中日新聞社、博報堂を経

て、フリーの写真家となり、音楽関係

の写真を専門に国内外で活躍。 

2009年、4月より日本福祉大学客員

教授。 

Akira  KINOSHITA 木之下 晃  

 茅野市美術館  寿齢讃歌 ‐人生のマエストロ‐    
           おじいちゃん・おばあちゃんの写真を写そう! 写真展Ⅷ 


